
　ある程度の知識を持って現場
へ向かったが、話で聞くのと実際に見るのとでは、
受ける印象が大きく違った。まず、内の倉ダムは
緑に包まれ、自然がとても豊かだった。内部や放
流バルブ付近に行って話をうかがうと、ダムの機
能や特徴に、興味深い点は多かったが、それ以上
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「水の流れ」を追ってみて
ダムから頭首工、農家まで
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過去の
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いただけます

キャンペーンに
関する

アンケートを
実施しています

本地区では、国営信濃川左岸土地改
良事業（昭和��年度～昭和��年度）、
国営信濃川左岸二期土地改良事業

（昭和��年度～平成�年度）で整備さ
れた水利施設について、信濃川から
取水するための小千谷頭首工や、地
域の幹線用水路を改修する工事を、
平成��年度から進めています。�号
幹線用水路は、一部区間を河川（茶
郷川）と兼用しており、農業用水の
適正な管理が困難であることから、
新しく�号幹線用水路を造成し河川
と分離する工事を進めています。新

県 内 各 地 の 事 業 所 か ら

しい�号幹線用水路は、旧１号幹線用
水路と平行している市道の地下約��
ｍの地点を直径約�.�mのシールドマ
シンと呼ばれる筒状の機械で掘り進
めていく工法で、約�.�kmの水路を
トンネル化する工事を進めています。

本地区には、国営関川土地改良事業
（昭和��年～昭和��年度）で造成し、

東北電力（株）の水力発電所と共同
で利用している笹ヶ峰ダムや、戦国
時代、江戸時代に開削された歴史あ
る上江用水路、中江用水路等があり
ます。施設の老朽化に伴い、平成��
年度から笹ヶ峰ダムや用水路等の改
修を実施するとともに、ダムの有効
落差を再生可能エネルギーに変換す
る小水力発電所をダム直下に建設し、
その売電収益によって土地改良区の
維持管理費の軽減に役立てています。

現在は、ダムの洪水吐の改修や水管
理施設の更新を進めているほか、地域
の用水の有効活用と農作業の負担軽
減のため、揚水機場の遠隔・自動運
転や末端自動給水栓を用いたICTモ
デル事業の実証試験も行っています。

に印象的だったのは、職員の方々がダム管理の仕
事に誇りをもって臨んでいること。実際のダムの
規模や細かい特徴、状態も、働く人たちの思いも、
現場に行かないと分からないのだと感じた。
　農事組合法人「米倉村」では水利への関心の高
さが印象的だった。代表の嶋津さんの言葉からは、
内の倉ダムなどの治水・利水施設への感謝の気持
ちが、田んぼの果樹園への転用の仕方などからは
水利への関心が感じられ、心に残っている。

　ダム、頭首工、利用者と、水の流れを追ってい
く中で、農業という分野の広さを感じた今回。農
業に用いられる水だけを考えても、ダムや頭首工、
またダムに注ぐ水の源たる山など、そのつながり
は長く、幅広い。次回の取材では排水機場に行く
ということで、またそのつながりを追えるのは楽
しみだ。

　内の倉ダムの見学では、ダムの
全てに驚いた。規模もだが、一番は役割。これま
で思っていたのは、発電、洪水調節、河川環境の
保全、上水道だったが、今回新たに、灌漑（かんが
い）という、農地に水を届ける役割があることを
知った。内の倉ダムは、農業用水補給をメインに

造られたということもあり、下流に冷たい水を流
さない設計になっていて、農家を思いやり、大事
にしていることを知った。「ダムは縁の下の力持
ち」だ。
　実際にダムの水を利用している農事組合法人

「米倉村」では、高品質なフルーツやおコメが生産
されていて、食べさせてもらったぶどうやマスカ
ットは大粒でみずみずしく、格別だった。
　今回、水の流れをたどってみて、農業のこと、

作物のことが一番大切に考えられているのだなと
思った。同時に、常に利用している人や生物を考
え、みんなに笑顔を与えていると感じた。実際、
取材した皆さんは笑顔で、自分たちが行っている
ことに誇りを感じていると見えた。水の流れは安
全だけでなく、作物の栄養と幸せを送り届けてい
るのだ。

　今回の取材では、新発田市の水
の流れと水利施設の関わりが理解できた。新発田
市の農業用水や生活用水の原点にある内の倉ダム
では、新発田市の用水の管理だけでなく、加治川
流域の大水害をきっかけに、水害から地域を守る

機能が働いているということを知った。その後、
取材にうかがった農事組合法人「米倉村」代表の
嶋津さんからも、内の倉ダムができたことで、水
害や大きな干害もなくなり、農業も生活も安定し
たと聞いて、内の倉ダムがどれだけ地域に根づい
ているかということや、地域のために働き、地域
に感謝される関係性に感動した。

五十嵐 司さん
（新潟大学農学部４年）

北川 健太さん
（新潟食料農業大学食料産業学部２年）

河原崎 穂香さん
（新潟食料農業大学食料産業学部２年）

信濃川左岸流域農業水利事業所 関川用水土地改良建設事業所

水
の
流
れ

原
点
を
探
る
。

　

毎
日
、
私
た
ち
が
食
べ
て
い
る
お
コ
メ
を

育
む
水
は
、
い
っ
た
い
、
ど
こ
か
ら
や
っ
て

く
る
の
だ
ろ
う
？　

食
卓
か
ら
田
ん
ぼ
へ
、

川
へ
、
ダ
ム
へ
と
さ
か
の
ぼ
り
、「
水
の
流

れ
」
を
原
点
か
ら
た
ど
る
『
水
利
ゼ
ミ
』。

１
回
目
は
、
水
の
源
で
あ
る
ダ
ム
を
起
点
に
、

川
か
ら
田
ん
ぼ
へ
水
を
引
き
込
む
頭
首
工

（
と
う
し
ゅ
こ
う
）、
農
地
へ
と
、
流
れ
に

沿
っ
て
追
っ
て
み
た
。「
ゼ
ミ
生
」
は
、
農

業
や
食
料
を
学
ん
で
い
る
３
人
の
大
学
生
だ
。

　
「
中
空
重
力
式
ダ
ム
っ
て
、
日
本
に
13
基
し

か
な
い
ら
し
い
よ
」「
中
で
は
コ
ン
サ
ー
ト
も

開
か
れ
て
い
る
み
た
い
」「
反
響
、
ど
う
な
ん

だ
ろ
う
」。
取
材
前
夜
、
そ
れ
ぞ
れ
に
軽
く
予

習
を
済
ま
せ
た
と
い
う
３
人
は
、
早
速
、
盛
り

上
が
っ
て
い
た
。
到
着
す
る
と
、
ダ
ム
の
迫
力

に
ま
ず
は
無
言
。
見
学
は
、
静
か
に
始
ま
っ
た
。

　

内
の
倉
ダ
ム
は
、
内
部
に
空
間
を
設
け
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
、
1
9
7
3
（
昭
和

48
）
年
度
に
完
成
し
た
。
目
的
は
、
加
治
川

沿
い
に
広
が
る
田
ん
ぼ
の
農
業
用
水
、
施
設

管
理
の
た
め
の
発
電
、
新
発
田
市
の
水
道
用

水
、
そ
し
て
水
害
か
ら
地
域
を
守
る
治
水
。

治
水
機
能
は
、
工
事
開
始
直
前
と
翌
年
に
、

連
続
し
て
加
治
川
で
大
水
害
（
下
越
水
害
・

羽
越
水
害
）
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
急

き
ょ
、
追
加
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
容
積
は
、

ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
12
個
分
で
、
新
発
田
市
、
聖

籠
町
、
新
潟
市
北
区
の
約
６
千
㌶
の
農
地
の

水
を
ま
か
な
っ
て
い
る
。

キャンペーン特別講座

「ゼミ生」となった学生たち。
右から河原崎穂香さん（新潟食
料農業大学食料産業学部２年）、
五十嵐司さん（新潟大学農学部
４年）、北川健太さん（新潟食
料農業大学食料産業学部２年）。
河原崎さん、北川さんはフード
コース選択、五十嵐さんは農業
農村工学が専門。

「水利が拓く実りの明日へ」
キャンペーン 

新 潟 農 業 振 興 支 援キャンペーン  「 水 利 が拓く  実りの明日へ」

V o l . 1  加 治 川

いからし  つかさ

きたがわ  けんた

かわらざき   ほのか

新
潟
の
土
地
改
良
事
業
や
水
利
施
設
︑

生
産
者
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る

﹁
水
利
が
拓
く
実
り
の
明
日
へ
﹂キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
︒今
年
は﹁
水
利
ゼ
ミ
﹂と
し
て
︑

大
学
生
が
水
利
施
設
や
農
業
に
つ
い
て

学
ん
で
い
き
ま
す
︒



　

最
後
に
訪
れ
た
の
は
、
加
治
川
か
ら
の
水

を
引
き
込
ん
で
、
田
ん
ぼ
や
フ
ル
ー
ツ
を

作
っ
て
い
る
農
事
組
合
法
人
「
米
倉
村
」（
よ

ね
く
ら
む
ら
）。
地
域
の
農
地
1
0
0
ha
超
を
、

組
合
員
58
人
の
共
同
作
業
で
守
っ
て
い
る
。

河
原
崎
穂
香
さ
ん
は
、
代
表
で
あ
る
嶋
津
一

男
さ
ん
の
話
を
興
味
深
く
聞
い
た
。
羽
越
水

害
当
時
、
堤
防
決
壊
で
長
期
湛
水
し
た
地
域

へ
農
作
業
の
手
伝
い
に
行
っ
た
嶋
津
さ
ん
。

「
土
砂
や
流
木
が
す
ご
く
て
ね
。
稲
を
手
で

刈
り
取
っ
て
、
ハ
サ
で
干
し
て
脱
穀
す
る
。

大
変
で
し
た
。
で
も
、
ダ
ム
が
で
き
て
か
ら

は
水
害
も
大
き
な
干
害
も
な
く
な
り
、
本
当

に
あ
り
が
た
い
」。
嶋
津
さ
ん
の
言
葉
に
「
感

　

ダ
ム
の
内
部
へ
入
る
。「
う
わ
、
寒
い
」

「
声
、
響
く
ー
」。
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

内
部
空
間
を
体
感
す
る
３
人
。
外
へ
出
て
、

勢
い
よ
く
放
た
れ
る
水
を
間
近
に
見
た
後
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
上
層
部
に
行
き
、
今
度
は

俯
瞰
（
ふ
か
ん
）
で
見
学
。「
今
年
は
雨
が
多

か
っ
た
の
で
、
水
も
多
め
で
す
。
い
つ
も
な

ら
夏
場
の
貯
水
率
は
40
％
く
ら
い
で
ダ
ム
の

土
手
も
露
出
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
90
%

以
上
あ
り
ま
す
」。
説
明
を
聞
い
て
北
川
健
太

さ
ん
、「
先
ほ
ど
、
農
業
用
水
と
し
て
は
、
ダ

ム
上
部
の
水
を
使
う
と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、

ど
う
し
て
で
す
か
？
」「
底
の
水
は
１
・
７
度

で
、
田
ん
ぼ
で
使
う
に
は
冷
た
す
ぎ
る
ん
で

す
」。
う
な
ず
き
な
が
ら
「
冷
た
い
お
風
呂
っ

て
、
僕
ら
も
き
つ
い
よ
ね
」
と
笑
っ
た
。
ま
だ

ま
だ
、
見
て
い
た
そ
う
だ
っ
た
が
、
次
な
る
目

的
地
「
加
治
川
第
１
頭
首
工
」
に
向
か
う
。

　

頭
首
工
と
は
川
か
ら
水
を
取
り
、
田
ん
ぼ

に
続
く
水
路
へ
と
流
す
施
設
。
農
業
農
村
工

学
を
専
門
に
学
ん
で
い
る
五
十
嵐
司
さ
ん
に

と
っ
て
は
、
馴
染
み
の
場
所
。「
た
だ
、
ど
ん

な
機
械
が
使
わ
れ
、
ど
の
よ
う
に
取
水
し
て

い
る
か
は
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
と

て
も
興
味
深
か
っ
た
」
と
話
す
。
さ
ら
に
興

味
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
老
朽
化
施
設
の

改
修
工
事
へ
。「
取
水
量
を
調
節
す
る
ゲ
ー
ト

の
調
子
が
悪
く
、
調
べ
た
と
こ
ろ
、
油
圧
シ

リ
ン
ダ
ー
に
故
障
が
あ
っ
た
と
か
。
因
果
関

係
は
現
場
に
行
っ
て
、
施
設
や
機
械
の
働
き

を
見
な
い
と
分
か
ら
な
い
と
、
改
め
て
知
り

ま
し
た
」

水のインフラ
6,000h aの農地を潤す

謝
の
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
た
」
と
河

原
崎
さ
ん
は
言
っ
た
。

　
「
水
田
」
と
言
わ
れ
る
と
お
り
、
水
利
と
い

う
と
圧
倒
的
に
田
ん
ぼ
だ
が
、「
米
倉
村
」
で

は
イ
チ
ジ
ク
や
ブ
ド
ウ
の
栽
培
で
も
使
っ
て

い
る
。
イ
チ
ジ
ク
畑
で
は
通
路
に
水
を
引
き

込
み
、
ブ
ド
ウ
は
、
稲
の
育
苗
に
使
う
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
二
次
活
用
。「
水
が
豊
富
で

す
か
ら
ね
、
自
動
散
水
機
な
ど
の
設
備
が
い

ら
な
い
の
も
あ
り
が
た
い
」
と
嶋
津
さ
ん
は

ほ
ほ
笑
む
。

　

帰
り
道
も
、
み
ん
な
饒
舌
（
じ
ょ
う
ぜ
つ
）

だ
っ
た
。「
嶋
津
さ
ん
が
水
を
と
て
も
大
事
に

し
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
き
た
。『
あ
り
が
た

い
』
と
い
う
言
葉
は
、
水
を
送
る
側
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
っ
た
」

と
五
十
嵐
さ
ん
。
河
原
崎
さ
ん
は
「
ダ
ム
の

関
係
者
は
農
家
の
こ
と
を
考
え
て
い
て
、
農

家
は
ダ
ム
に
感
謝
す
る
。
上
流
と
下
流
で
、

お
互
い
を
思
い
や
っ
て
い
る
の
が
印
象
的

だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
北
川
さ
ん
は
「
ダ

ム
、
頭
首
工
、
農
地
と
、
順
番
に
下
り
て
く

る
と
、
改
め
て
、
水
の
大
本
の
大
切
さ
が
分

か
っ
た
」
と
ま
と
め
た
。
３
人
に
共
通
し
て

い
た
の
は
「
現
場
に
行
っ
て
、
実
際
に
見
て

み
る
と
違
う
」
と
い
う
こ
と
。「
次
も
楽
し
み

で
す
」。
晴
れ
や
か
に
帰
っ
て
行
っ
た
。


